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憲憲
法法
擁擁
護護
のの
立立
場場
かか
らら

国国
民民
保保
護護
法法
にに
慎慎
重重
なな
対対
応応
をを

無
所
属

む
と
う

有
子

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
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「「
三三
方方
良良
しし
」」
のの
発発
想想
でで

子子
育育
てて
支支
援援
のの
充充
実実
をを

無
所
属

奥
田

け
ん
じ

が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
が
、
�
我

が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
態
度
を
養

う
こ
と
に
つ
い
て
、
区
の
見
解
は
。

�
学
校
教
育
の
現
場
に
お
け
る
国

旗
掲
揚
・
国
歌
斉
唱
や
、
愛
国
心

を
養
う
態
度
を
養
う
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
臨
む
の
か
。

区

長

�
我
が
国
と
郷
土
を

愛
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
な
ど
を

自
然
に
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
は
、

大
切
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

教
育
長

�
学
校
教
育
に
お
い

て
、
国
際
社
会
で
信
頼
さ
れ
る
日

本
人
と
し
て
の
自
覚
を
培
う
こ
と

は
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続

き
指
導
し
て
い
く
。

校
庭
の
芝
生
化
を
問
う

１８
年
９
月
、
若
宮
小
学
校
の
校

庭
が
芝
生
化
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

と
地
域
の
方
々
に
よ
り
大
切
に
育

て
ら
れ
て
い
る
。
校
庭
を
芝
生
化

し
、
子
ど
も
と
親
、
学
校
と
地
域

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
む

場
所
が
で
き
る
こ
と
は
、
い
じ
め

問
題
の
解
決
に
も
通
じ
る
と
思
う

が
、
�
若
宮
小
学
校
の
児
童
の
反

応
は
ど
う
か
。
�
全
公
立
小
中
学

校
を
芝
生
化
す
る
と
い
う
都
の
計

画
を
受
け
、
区
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。
�
芝
生
化
は
、
緑

被
率
の
低
い
南
部
地
域
か
ら
優
先

的
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

�
子
ど
も
た
ち

に
落
ち
着
き
が
出
た
な
ど
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。
�
都

の
計
画
の
詳
細
を
把
握
し
た

上
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

�
学
校
の
施
設
状
況
や
地
域

バ
ラ
ン
ス
が
基
本
と
な
る
が
、

学
校
の
取
り
組
み
体
制
な
ど

も
考
慮
に
入
れ
て
選
定
し
て

い
く
。

電
線
の
地
中
化
を
促
進
せ
よ

平
成
１６
年
度
に
国
土
交
通
省
か

ら
無
電
柱
化
推
進
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
の
通
達
が
あ
り
、
中
野
区

で
は
５
路
線
の
無
電
柱
化
を
計
画

し
て
い
る
が
、
�
東
大
附
属
西
側

道
路
の
整
備
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

�
中
野
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
、
電
線
の
地
中
化
を
導
入

す
る
考
え
は
。
�
生
活
道
路
な
ど

歩
道
の
な
い
狭
あ
い
道
路
へ
電
線

の
地
中
化
を
導
入
す
る
考
え
は
。

区

長

�
電
線
類
を
共
同
溝

に
設
置
す
る
作
業
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
来
年
度
、
供
用
を
開
始
す

る
予
定
で
あ
る
。
�
電
線
地
中
化

も
導
入
し
て
い
き
た
い
。
�
防
災

上
の
効
果
も
高
く
、
将
来
の
重
要

な
課
題
と
考
え
て
い
る
が
、
国
の

財
政
的
支
援
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

な
か
な
か
取
り
組
め
て
い
な
い
。

国
民
保
護
法
に
は
、
地
方
自
治

体
が
政
府
の
外
交
上
の
失
敗
を

「
下
請
け
」
的
に
補
う
側
面
が
あ

り
、
憲
法
の
地
方
自
治
の
本
旨
に

対
す
る
重
大
な
挑
戦
で
あ
る
。「
憲

法
擁
護
・
非
核
都
市
宣
言
」
を
持

つ
中
野
区
は
こ
の
法
律
へ
の
対
応

に
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
。
�
拙
速

に
国
民
保
護
計
画
を
策
定
せ
ず
、

時
間
を
か
け
て
区
民
の
意
見
を
十

分
に
聞
き
、
既
存
の
計
画
案
の
変

更
も
念
頭
に
入
れ
て
策
定
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
�
自
衛
隊
を
参
加

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
区
民
が
狙
わ

れ
る
危
険
が
増
す
の
で
は
な
い
か
。

�
避
難
場
所
と
は
具
体
的
に
ど
の

場
所
を
想
定
し
て
い
る
か
。
�
避

難
指
示
に
従
わ
ず
に
要
避
難
地
域

に
留
ま
り
、
区
の
説
得
や
警
告
に

従
わ
な
い
人
が
い
る
場
合
、
法
的

な
手
段
ま
た
は
警
察
力
を
も
っ
て

従
わ
せ
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。
�

憲
法
の
も
と
で
政
府
と
自
治
体
は

対
等
の
関
係
に
あ
る
は
ず
で
、
政

府
が
「
武
力
攻
撃
事
態
」
と
認
定

し
て
も
、
区
が
そ
れ
を
拒
否
す
る

権
利
や
自
由
は
保
障
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

区

長

�
本
計
画
は
、
策
定

手
順
や
内
容
な
ど
国
の
法
の
定
め

に
基
づ
い
て
策
定
し
て
お
り
、
性

質
上
策
定
に
遅
滞
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
�
武
力
攻
撃
事
態
の
発

生
に
伴
う
自
衛
隊
の
出
動
は
、
自

衛
隊
本
来
の
任
務
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
�
避
難
場
所
に
つ
い
て

は
、
事
案
の
発
生
場
所
に
応
じ
、

防
災
計
画
で
示
し
た
場
所
を
活
用

す
る
。
�
避
難
の
指
示
に
従
わ
な

い
場
合
、
法
律
上
の
罰
則
が
あ
る
。

�
国
の
権
限
に
属
す
る
こ
と
に
つ

の
っ
と

い
て
、
国
が
法
律
に
則
っ
て
方
針

を
出
せ
ば
、
自
治
体
が
従
う
の
は

自
治
体
の
責
務
で
あ
る
。

ご
み
ゼ
ロ
中
野
を
目
指
し

雨
傘
袋
の
使
用
を
や
め
よ

中
野
区
は
「
ご
み
ゼ
ロ
都
市
・

な
か
の
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ご
み

を
ゼ
ロ
に
す
る
取
り
組
み
を
実
施

し
、
区
民
に
努
力
を
求
め
て
い
る

が
、
区
自
身
も
小
さ
な
こ
と
か
ら

し
っ
か
り
と
手
が
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
雨
の
日
に
区

役
所
の
入
り
口
に
置
か
れ
る

雨
傘
入
れ
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
、

年
間
を
通
し
て
み
れ
ば
多
量

の
不
燃
ご
み
と
な
っ
て
い
る
。

今
は
安
価
で
優
れ
た
雨
傘
自

動
脱
水
機
も
開
発
さ
れ
て
お

り
、
切
り
替
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

区

長

脱
水
機
は
一
本

当
た
り
の
処
理
に
３
〜
５
秒
の
時

間
が
か
か
り
、
一
度
に
多
数
の
お

客
様
が
来
庁
し
た
場
合
、
対
応
が

難
し
い
。
ま
た
、
既
に
導
入
し
た

施
設
で
も
、
水
滴
が
残
る
た
め
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
い
る
。
先
に

導
入
し
た
杉
並
区
で
も
、
設
置
を

取
り
や
め
た
と
聞
い
て
い
る
。

子
育
て
支
援
は
一
層
の
充

実
が
必
要
で
あ
る
が
、
自
治

体
に
と
っ
て
財
政
的
負
担
が

少
な
く
、
区
民
、
事
業
者
、

自
治
体
三
者
に
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
「
三
方
良
し
」
の
発
想

に
よ
る
取
り
組
み
を
目
指
す

べ
き
と
考
え
る
。
石
川
県
で

は
、
子
ど
も
が
３
人
以
上
い

る
世
帯
を
対
象
に
、
「
子
育

て
に
や
さ
し
い
企
業
推
進
協

議
会
」
が
発
行
す
る
パ
ス
ポ
ー
ト

を
協
賛
企
業
に
提
示
す
る
と
、
利

用
者
が
割
引
や
特
典
が
受
け
ら
れ

る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
」

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
自
治
体

の
財
政
負
担
は
少
な
く
、
協
賛
企

業
は
売
り
上
げ
機
会
の
拡
大
、
協

賛
金
融
機
関
か
ら
低
利
で
融
資
が

受
け
ら
れ
る
な
ど
、
三
者
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
区
で
も
同
様
の
事

業
を
導
入
で
き
な
い
か
。

区

長

石
川
県
は
広
域
自
治

体
で
あ
り
、
面
積
、
人
口
密
度
な

ど
地
域
の
特
性
が
異
な
っ
て
い
る

た
め
、
同
じ
事
業
を
区
に
導
入
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
区
内
の
事
業

者
が
子
育
て
支
援
に
積
極
的
に
取

り
組
め
る
方
策
を
考
え
る
こ
と
は

大
変
重
要
で
あ
り
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
問
題
の
解
決
に
は

Ａ
Ｄ
Ｒ
の
利
用
を
検
討
せ
よ

地
域
の
問
題
を
解
決
す
る
手
段

と
し
て
Ａ
Ｄ
Ｒ
（
裁
判
外
紛
争
解

決
手
続
）
と
い
う
制
度
が
あ
り
、

法
律
も
公
布
さ
れ
、
平
成
１９
年
４

月
に
施
行
さ
れ
る
。
低
コ
ス
ト
、

非
公
開
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

行
政
と
し
て
利
用
促
進
な
ど
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

区

長

紛
争
解
決
手
段
の
一

つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
制
度
の
周

知
や
手
法
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。

中
野
区
歯
科
医
師
会
委
託
費
に

か
か
る
区
の
責
任
を
問
う

中
野
区
歯
科
医
師
会
委
託
事
業

の
委
託
費
が
、
平
成
９
年
度
か
ら

１２
年
度
に
１
２
０
０
万
円
余
が
未

清
算
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
て
い
る
が
、
責
任
の
所

在
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
原

因
の
究
明
、
予
防
策
の
検
討
実
施
、

類
似
案
件
の
精
査
は
説
明
責
任
に

過
ぎ
ず
、
結
果
責
任
を
果
た
し
た

と
思
え
な
い
。
結
果
に
対
す
る
責

任
を
負
う
姿
勢
が
必
要
と
思
う
が

ど
う
か
。

区

長

１１
年
間
に
わ
た
り
、

契
約
書
の
内
容
確
認
や
、
事
務
執

行
手
続
き
を
不
断
に
見
直
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
る
。

再
発
防
止
の
た
め
、
職
員
の
意
識

改
革
、
組
織
全
体
の
事
業
の
あ
り

方
な
ど
を
検
証
し
、
改
善
に
努
め

て
い
く
中
で
責
任
を
と
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

区
長
提
出
議
案

●
平
成
１８
年
度
中
野
区
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
次
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４

０
４
７
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
合
計
額
は
、
８
９
２
億
２
１

２
５
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
中
野
区
組
織
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

政
策
室
、
経
営
室
お
よ
び
管
理

会
計
室
を
設
置
し
、
区
長
室
お
よ

び
総
務
部
を
廃
止
し
ま
す
。

●
中
野
区
副
区
長
定
数
条
例

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

副
区
長
の
定
数
を
３
人
と
し
ま
す
。

《
付
帯
意
見
》
総
務
委
員
会
で
は
、

本
議
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

す
る
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な

付
帯
意
見
を
付
け
ま
し
た
。

「
本
条
例
は
１０
か
年
計
画
の
確

実
な
執
行
に
あ
た
り
、
自
治
法
改

の
っ
と

正
の
趣
旨
に
則
り
区
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
、
体
制
の
一
新
と
強
化

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
特
別
職

で
あ
る
副
区
長
の
選
任
に
お
い
て

は
、
事
務
配
分
の
工
夫
や
事
務
執

行
の
効
率
化
を
最
大
限
に
す
す
め
、

責
任
の
明
確
化
を
図
る
よ
う
努
力

さ
れ
た
い
。
」

●
中
野
区
行
政
財
産
使
用
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

障
害
者
福
祉
会
館
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
の
廃
止
に
伴
い
、
規
定
整

備
を
行
い
ま
す
。

●
中
野
区
長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定

め
る
条
例

長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
ま
す
。

●
中
野
区
国
民
保
護
対
策
本
部
及

び
中
野
区
緊
急
対
処
事
態
対
策

本
部
条
例

中
野
区
国
民
保
護
対
策
本
部
お

よ
び
中
野
区
緊
急
対
処
事
態
対
策

本
部
の
職
員
、
組
織
、
職
務
な
ど

を
定
め
ま
す
。

●
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
設
立
に
つ
い
て

老
人
保
健
法
の
改
正
に
伴
い
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
事
務
を
処
理

す
る
た
め
、
東
京
都
の
区
域
内
の

す
べ
て
の
区
市
町
村
が
加
入
す
る

広
域
連
合
を
設
立
す
る
協
議
に
当

た
り
、
議
会
が
議
決
を
し
ま
し
た
。

●
中
野
区
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

特
別
区
人
事
委
員
会
の
勧
告
に

基
づ
き
、
職
員
の
給
与
を
引
き
下

げ
ま
す
。

●
中
野
区
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

退
職
手
当
の
額
に
、
在
職
期
間

中
の
職
務
・
職
責
に
応
じ
た
貢
献

度
を
、
よ
り
的
確
に
反
映
す
る
た

め
、
退
職
手
当
の
額
の
算
定
方
法

を
変
更
し
ま
す
。

●
中
野
区
立
幼
稚
園
教
育
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

特
別
区
人
事
委
員
会
の
勧
告
に

基
づ
き
、
幼
稚
園
教
育
職
員
の
給

与
を
引
き
下
げ
ま
す
。

議
員
提
出
議
案

●
決
議
（
１
件
・
前
収
入
役
に
対

す
る
感
謝
状
贈
呈
に
関
す
る
決

議
）

可可
決決
しし
たた
議議
案案

第
４
回
定
例
会

憲法擁護・非核都市宣言

東大附属西側道路

親子で体操

（5） 平成19年（2007年）1月21日 第202号


